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資料番号２－２  

 

トレイ型専用測定装置の設置エリアについて（コメント回答） 

 

審査会合でのコメントリスト 

No 年月日  質問・コメント等 説明箇所 

８  令和２年６月 26 日  

Ｂ 区 域 の 中 に Ａ 区 域 を 設 定

す る 方 法 及 び 考 え 方 に つ い

て説明すること。 

１～７ページ， 1.～

2.の全体  

 

面談でのコメントリスト 

No 年月日  質問・コメント等 説明箇所 

12 令和２年６月８日 

Ｂ 区 域 の 中 に Ａ 区 域 を 設 定

す る 方 法 に つ い て パ ー テ ー

シ ョ ン で 区 切 る 程 度 で Ｂ 区

域 の 中 に Ａ 区 域 を 設 定 で き

る の か ， そ の 考 え 方 を 説 明

すること。 

１～７ページ， 1.～

2.の全体  

 

【回答】 

 島根１号炉のタービン建物３階（Ｂ区域）にＡ区域（汚染のおそ

れのない管理区域）を設定し，トレイ型専用測定装置を設置する方

法及びその考え方等について以下のとおり説明する。 

 

1. 管理区域の区域区分の考え方 

管理区域は放射性物質による汚染の状況に応じて区域区分して

いる。島根原子力発電所の区域区分に係る基準を第１表に示す。 

  Ａ区域    ：汚染のおそれのない管理区域 

  Ｂ，Ｃ，Ｄ区域：汚染のおそれのある管理区域 

Ｂ区域である１号炉のタービン建物３階（タービンオペフロ）の

中にＡ区域のトレイ型専用測定装置設置エリア設定するに当たっ
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て，２．に示す管理を実施することで，Ｂ区域からＡ区域に放射性

物質が持ち込まれないよう管理する。 

2. トレイ型専用測定装置設置エリアの管理について  

トレイ型専用測定装置設置エリアの追加的な汚染を防止するた

めの管理として以下を実施する。（第１図参照） 

 

(1) 区画について 

Ｂ区域である１号炉タービン建物オペフロエリア（参考１参照）

と新たにＡ区域として設定するトレイ型専用測定装置設置エリ

アの境界として，ハウス（参考２参照）を設置し適切に区画を行

う。 

 

(2) 放射能標識について 

区画内の出入管理扉内側付近等にＡ区域であることを示す標

識を設置する。放射能標識の設置により，放射能濃度確認を担当

する部署の者等に区画内がＡ区域であることの注意を促し，誤っ

て区画内に侵入し区画内が汚染することを防止する。  

 

(3) その他汚染拡大防止措置等について 

以下の措置を実施し，追加的な汚染を防止する。 

  区画の境界に物品汚染検査エリアと出入管理エリアを設け，

汚染サーベイメーター，物品汚染検査装置及びハンドフット

クロスモニタ等により，トレイ型専用測定装置設置エリアに

持ち込む放射能濃度確認対象物や資材及び立ち入る作業員

の汚染検査を実施する。 

  局所排風機を設置し 24 時間連続稼働させることで，フィル

タ（JIS Z 4812 の HEPA フィルタ（捕集効率 99.97％以上））

を介した清浄な空気を区画内に供給し，エリア内を正圧化す
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るとともに内側（Ａ区域）から外側（Ｂ区域）への空気の流

れを確保する。 

  開口部は施錠管理できる構造とし，作業完了後は施錠する。 

  定期的な汚染状況の確認を実施する。 

 

3. 審査基準との適合性 

審査基準は，「放射能濃度測定装置の設置場所を追加的な汚染の

ない場所とすること」とあり，トレイ型専用測定装置の設置エリア

は，放射性物質による汚染を防止するための適切な措置が講じられ

た，追加的な汚染のない場所であることが求められている。 

「2. トレイ型専用測定装置設置エリアの管理について」に示す

とおり，ハウスによる区画や区域区分の現場表示及び汚染拡大防止

措置等により，トレイ型専用測定装置の設置エリアにおける放射性

物質による汚染を防止する。 

 

以 上  
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第 １ 図 ト レ イ 型 専 用 測 定 装 置 設 置 エ リ ア （ 案 ）

【レイアウト】

計算機用ＰＣ他

出入監視カメラ

出入口

チェンジング

プレイス

【物品汚染検査エリア】

搬
出
コ
ン
ベ
ヤ

対
象
物

搬
入
コ
ン
ベ
ヤ

開閉式開口部

出入管理扉

ハンドフットモニタ

局所排風機

トレイ型専用測定装置

開閉式開口部

A区域 A区域

ハンドフットクロスモニタ

仕切り

拡 大

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第 １ 表 島 根 原 子 力 発 電 所 区 域 区 分 に 係 る 基 準
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参 考 １ １ 号 炉 タ ー ビ ン 建 物 オ ペ フ ロ エ リ ア の 表 面 汚 染 密 度 等

区 域 区 分 に 係 る 確 認 事 項 １ 号 炉 タ ー ビ ン 建 物 オ ペ フ ロ エ リ ア の 状 況

表 面 汚 染 密 度

＜ 0. 8 B q / c m 2  

（ 2 0 1 9 年 度 実 績 ： 0 . 4  B q / c m 2 未 満 ）

空 気 中 放 射 性 物 質 濃 度

＜ 4×1 0 - 6 B q / c m 3  

（ 2 0 1 9 年 度 実 績 ： 1×1 0 - 7  B q / c m 3 未 満 ）

線 量 当 量 率

≦ 0. 1 m S / h  

（ 2 0 1 9 年 度 実 績 ： 0 . 0 0 2 3  m S v / h 以 下 ）
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参 考 ２ ト レ イ 型 専 用 測 定 装 置 を 設 置 す る ハ ウ ス の 例

【 特 徴 】

 窓 が な い ハ ウ ス （ 追 加 的 な 汚 染 防 止 対 策 ）

 施 錠 管 理 が 可 能 な 出 入 口 扉

 

【レイアウト】

計算機用ＰＣ他

出入監視カメラ

出入口

チェンジング

プレイス

【物品汚染検査エリア】

搬
出
コ
ン
ベ
ヤ

対
象
物

搬
入
コ
ン
ベ
ヤ

開閉式開口部

出入管理扉

ハンドフットモニタ

局所排風機

トレイ型専用測定装置

開閉式開口部

A区域 A区域

ハンドフットクロスモニタ

仕切り

ハ ウ ス は 赤 点 線 枠 内 に 該 当

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 




